
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

～さあ、運動会！～ 

 十連休が終わりました。５月１８日（土）には大運動会が予定されています。運動会も学習の機

会。子どもたちは集団行動やリレー、応援に代表される集団活動などに、限られた時間ですが、準

備、練習に精一杯取り組んでいます。勝者と敗者がはっきりする場面がたくさんありますが、勝敗

以上に「精一杯やった自分」を、子どもたちが自分で自分を褒めてやれるように、指導・支援に努

めてまいります。 

 

～三三七拍子も＜百年の伝統＞～ 

運動会に向けて、子どもたちの競技、応援の練習も佳境に入ってきました。昨年は、千田小学校

では「八海山」と呼んでいる、「花咲か爺さん」の歌の替え歌が＜百年の伝統＞をもつ、日本中で歌

い継がれている応援歌だということを紹介しました。運動会の応援の＜全国共通、百年の伝統＞は

もう一つあります。「三三七拍子」です。 

昨年６月にNHKのバラエティ番組「チコちゃんに叱られる」でも「三三七拍子の由来」が取り

上げられていたので、ご存知の方も多いかと思います。これは考案者がはっきりしています。大正

１０年（１９２１年）に明治大学の応援団長だった相馬 基（そうま もとい）さんが大学対抗レ

ガッタ大会で明大応援団を指揮したのが始まりです。（「花咲か爺さん」と同じころです。）その後、

東京六大学野球が有名になり、卒業生が各地の企業や学校の運動会の応援を指導するようになった

ことによって普及、定着が進み、「全国区」になっていったという歴史があります。 

５，６年前、私が新潟県民会館で鼓童の演奏を聴いていた時の事です。奏者の一人が小太鼓で「ト

ントントン、トントントン」と叩き、バチを客席に向けると、「皆さんも一緒に」という指示も無い

のに、約１５００人のお客さんがそろって、気持ちも一つにして「パンパンパンパン パンパンパ

ン」と「手拍子の演奏」を始めました。２,３回続けてから「三本締め」のリズムに変わると、やは

り１５００人がそろって手拍子で締める。打合せがなくても、誰かの指示がなくてもこんなことが

できてしまうベースは、運動会や、地域行事で築かれているわけです。 

 

今のような小学校の運動会が始まったのは明治の終わりころだそうですから、運動会そのものも

＜百年の伝統＞を受け継いでいます。何度かの「変わり目」を経ても、＜伝統＞が守られ、引き継

がれてきました。元気な子どもたちによって、今年も＜百年の伝統＞が千田小学校でも引き継がれ

ていきます。私は、これは「世界に誇れる日本の文化」だと思っています。 

さて、５月１８日に多くの保護者、地域の皆様のご来校をお待ちしています。「伝統継承の担い手」

としての子どもたちの元気な姿に、ご声援をお願いします。   （文責：校長  目黒栄一） 
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